
家族との連絡方法（事前のルール化）1

1)非常時の連絡方法
災害用伝言ダイヤル（11頁参照）、伝
言板、SNSなどの家族の安否確認方
法を決めておきましょう。
2)家族の集合場所（待合せ場所･避難場所）
避難所などの集合場所を決めておき
ましょう。集合場所のどこで落ち合う
かも。（〇〇小学校の体育館など）
3)家を離れるときのルール
行き先のメモを自宅のどこに残すか（ガ
レージの内壁など）決めておきましょう。

災害時には、電話もパソコンも使えない
事態も想定されます。

家族で話し合い、
右欄に今すぐ記入しましょう

家族間の連絡のルール
●家族との連絡方法
　①
　②
　③
●家族の集合場所

　場所　　　　　　　　　　

　場所　　　　　　　　　　

●家を離れるときのルール
　・ガスの元栓を締める
　・ブレーカーを落とす
　・行き先メモの置き場

　場 所　　　　　　　　　　
　　　

次のような気象情報、避難情報が発令されたとき、わが家の家族はどこに
避難するのか、下表右欄に具体的に記載しておきましょう（4頁参照）。

橋を渡っての避難はなるべく避けましょう。避難先・場所までの経路に橋
がある場合には、水位が高くなる前の早め早めの避難が必要です。

災　害 避難の合図 我が家の避難先・場所

土砂災害

河川はん濫
河川名：  　　　　
　　　：  　　　　

（各家庭で記入）

（各家庭で記入）

また、避難先・場所までの安全なルートも確認しておきましょう。
我が家の避難ルート（各家庭で記入）

わが家の避難先・場所2

警戒レベル４
高齢者等は
警戒レベル3（　　　　　　）［　　　　　　　  ］
警戒レベル４
高齢者等は
警戒レベル3（　　　　　　）

高橋地域会議

高橋地区防災ガイド

あなたの今の備えで
大切な家族のいのち 守れますか？

家族が離れていても安心して避難できるように、連絡方法を決めておきましょう。

Ｑ6☞ Ｑ11☞

連絡がとれない事態に備えて、
家族との連絡方法をルール化



あなたの大切な家族を守るための備えはできていますか？
今一度、事前対策ができているかチェックしてください。

Ｑ1

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ4

南海トラフ地震が発生したとき、地震の
揺れがどのくらいになるか理解できてい
ますか？

震度６弱の地震が発生したとき、あなたの
お家は揺れに耐えることができますか？

あなたのお家では、大地震に備えて、家具、
テレビ、冷蔵庫などの固定をしていますか？

あなたのご家族は、大型家具や本棚が倒
れたり、ガラスが落ちてきたりするとこ
ろで寝ていませんか？

1．理解でき
　ている

2．理解でき
　ていない

１．耐えられる 2．わからない

1．固定して
　いる

2．固定して
　ない

・家具の固定、ガラスの飛散防止対
策をしましょう。　　→詳しくは７頁
・個人ですぐにできる対策です（減
災効果が高い）。大切なご家族の身
を守りましょう。

・寝ている場所に倒れてこない、落
ちてこない、逃げ道をふさがない
よう、家具を配置しましょう。
　　　　　　　　　　　　→詳しくは６頁

命を守る診断書

地
震
か
ら
家
族
の
命
を
守
る
た
め
の
備
え

以下は、家族の命を守る
ための最低限の備えです。
後で後悔しないよう取り
組みましょう！

次
へ

次
へ

次
へ

次
へ

・市のハザードマップで地震の揺れ
を確認しましょう。

→詳しくは３頁

2．寝ている1．寝ていない

1

・あなたのお家が新耐震基準で建て
られた建物かどうかを確認しま
しょう。　　　　　　→詳しくは３頁

チ
ェ
ッ
ク

震度６弱

高橋地区防災ガイド

災
害
か
ら
家 

族
の
命
を
守
る
た
め
の
備
え（
地
震･

水
害
共
通
）

大災害の発生に備えて、あなたのお家で
は生活必需品の備蓄、非常持出袋の備え
はできていますか？

家族と連絡が取れないときに備えて、家
族のみんなで安否確認の方法、家族の集
合場所などルールを決めていますか？

・非常用備蓄品リスト、非常持ち出
し品リストを使って、備蓄品・持ち
出し品を備えましょう。
　　　　　　　　　　　 　→詳しくは８頁

・家族間でのルールを定めて、『家族
間の連絡のルール』を作成してお
きましょう。
　　　　　　　　　　　→詳しくは表紙

1．できている 2．できていないＱ5
次
へ



事前の備えについて家族全員で確認しておきましょう。

2

あなたは自宅のまわりで、河川はん濫・洪
水、土砂災害の危険性があるところがど
こか理解できていますか？

河川はん濫・洪水、土砂災害の危険が近づ
きつつあるとき、正確な災害情報を入手
する方法を理解していますか？

河川はん濫・洪水、土砂災害の危険が近づ
き、避難が必要となったとき、あなたはど
のように避難するか決めていますか？

「警戒レベル3」「警戒レベル４」「警戒レベ
ル５」のどのタイミングで避難をするべ
きか？ あなたは理解できていますか？

・市のハザードマップで河川はん
濫・洪水、土砂災害の危険があると
ころを確認しましょう。
　　　　　　　　　　　 　→詳しくは４頁

・自宅の周りの災害関連情報をどの
ようにしたら入手できるか確認し
ておきましょう。
　　　　　　　　　　　 →詳しくは11頁

・災害の危険度、頑丈な建物の有無
を考慮して、最も安全な方法を事前
に検討しておきましょう。
　　　　　　　　　　　 →詳しくは10頁

・警戒レベルととるべき避難行動等
の関係を確認しましょう。
　　　　　　　　　　　　→詳しくは９頁

水
害・土
砂
災
害
か
ら
家
族
の
命
を
守
る
た
め
の
備
え

次
へ

次
へ

次
へ

次
へ

1．理解でき
　ている

1．決めている 2．決めていない

1．理解でき
　ている

2．理解でき
　ていない

1．理解して
　　いる

2．理解でき
　ていない

2．理解でき
　ていないＱ9

Ｑ10

Ｑ11

Ｑ12
警戒レベル
命を守る行動を

全員避難

高齢者などの避難

5

4

3

災
害
か
ら
家 

族
の
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を
守
る
た
め
の
備
え（
地
震･

水
害
共
通
）

大災害の発生に備えて、あなたのお家で
は生活必需品の備蓄、非常持出袋の備え
はできていますか？

家族と連絡が取れないときに備えて、家
族のみんなで安否確認の方法、家族の集
合場所などルールを決めていますか？

大規模災害が発生したとき、安否確認に
有効な「災害伝言ダイヤル」があることを
知っていますか？

あなたがお住いの地区では、緊急避難場
所や避難場所がどこにあるか知っていま
すか？

・非常用備蓄品リスト、非常持ち出
し品リストを使って、備蓄品・持ち
出し品を備えましょう。
　　　　　　　　　　　 　→詳しくは８頁

・家族間でのルールを定めて、『家族
間の連絡のルール』を作成してお
きましょう。
　　　　　　　　　　　→詳しくは表紙

・災害伝言ダイヤルがどういうもの
か、家族みんなで確認しましょう。
　　　　　　　　　　　 →詳しくは11頁

・あなたの地区の避難関連施設を今
一度確認し、避難先等を確認しま
しょう。　　　　　　→詳しくは４頁

次
へ

次
へ

次
へ

1．できている 2．できていない

1．知っている 2．知らない

1．知っている 2．知らない

1．決めてある 2．決めてない

●家族との連絡方法
①
②
③
●家族の集合場所

171

Ｑ6

Ｑ7

Ｑ8



地震災害（南海トラフ地震）編地震災害（南海トラフ地震）編

平成25年5月に内閣府が公表した南海トラフの巨大地震に対する被害想定及び平成26年5月に愛知県が内閣府の被害想定を参考に公表した被害
想定を基に、豊田市の地域特性を考慮し、独自に実施した被害予測の概要は次のとおりです。

1）震度想定…………高橋地区では、強いところで震度６弱と想定。
震度６弱とは、立っていること困難！ 家具は転倒！
固定していない家具、テレビ、冷蔵庫などは凶器に！

2）液状化危険度……矢作川沿岸部の一部（加茂川下流域）に危険性が極めて高
　　　　　　　　　い地域が存在。

3）建物倒壊危険度…揺れや急傾斜地崩壊による建物の全壊・半壊が一定数予想
　　　　　　　　　される（5%未満）。

新耐震基準導入前の木造家屋の危険性は高い。
　　　　　　　　　　　　　（新耐震基準導入前とは1981年（昭和56年）5月31日以前に建築確認が受理されている建物です。）

4）建物延焼危険度…危険度は5%未満と低い。通電火災※1に注意が必要。

5）人的被害…………死者数、重症者数とも0ではない。その1人にならない。

※1☞ 通電火災とは？
地震や台風などの災害で停電が生じたあと、復旧し電気が使用できるようになった際に、災害で損
傷した配線や電気器具に通電されることが原因で発生する火災のことです。
阪神・淡路大震災では神戸市内で157件の建物火災が発生しましたが、原因が特定できた55件のう
ち35件が電気火災と最も多く、そのうち33件が通電火災によるものでした。

南海トラフで発生する恐れのある地震のうち、あらゆる可
能性を考慮した最大クラスの地震を想定したモデルです。
千年に一度あるいはそれよりもっと発生頻度が低いものです。

震度想定（南海トラフ地震・理論上最大想定モデル）

高橋地区で想定される地震被害1

3

震度分布、液状化危険度、建物倒壊危険度など想定される被
害は、『豊田市地震ハザードマップ』、『豊田市高橋中学校区
防災カルテ』などで確認しましょう。
※豊田市ホームページ（11頁参照）で確認できます。

高橋地区防災ガイド

☞Ｑ1

☞Ｑ2

今後30年以内に南海トラフ地震が発生する確率は70～80%とされています。（地震調査研究推進本部）

緊急避難場所
兼避難所
震度5弱
震度 5強
震度 6弱
震度 6強

矢並小学校矢並小学校
平井小学校平井小学校

市木小学校市木小学校
高橋中学校高橋中学校

寺部小学校寺部小学校



浸水・土砂災害のおそれがある地域では、避難経路についても注意しましょう。
※豊田市洪水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップは、豊田市ホームページ（11頁参照）で確認できます。

風水害（河川はん濫・洪水、土砂災害）編風水害（河川はん濫・洪水、土砂災害）編

1） 東海豪雨（平成12年9月）…市木川下流、加茂川下流の低地で浸水被害あり。
　　岩本川、天王川下流、扶桑町の低地でも過去に浸水被害あり。今後も浸水の可能性は極めて高い。
2） 浸水想定…矢作川流域の48時間総雨量321mmと想定。
　　矢作川沿岸、市木川・加茂川下流部の低地では、広い範囲で５ｍを超える浸水が想定されています。
3） 想定最大規模浸水想定…矢作川流域の48時間総雨量683mmと想定。
　　2)に比べ浸水範囲と浸水深が増加。広い範囲で浸水深10ｍ以上が予想されています。
4） 洪水調整を行うダムにおいて、満水に達する前に流入量と同量を放流する緊急放流が行われることがあるので注意が必要です。

過去に斜面崩壊や土石流が発生！今後も警戒が必要！

1） 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域が点在。
2） 土石流危険流域も広範囲に分布。

市では、「豊田市洪水ハザードマップ（高橋地区）」を作成しています（平成29年12月）。※

土砂災害警戒区域とは・・・・・・・・・・・・・・・（通称：イエローゾーン）　
　　

河川はん濫・洪水の危険度1

土砂災害の危険度2

4

土砂災害特別警戒区域とは・・・・・・・・・・・・・・・（通称：レッドゾーン）
　

●特定開発行為に対する許可制対象
　：住宅宅地分譲、社会福祉施設等のための開発行為
●建築物の構造規制　　●建築物の移転等の勧告

避難関連施設
区　分 名　称

1．緊急避難場所（市指定）
　切迫した災害の危険から命を守るために避難する場所です。
2．避難所（市指定）
　災害発生後、施設の安全が確認された後に被災者が生活す
　る場所です。

高橋中学校
寺部小学校
平井小学校
矢並小学校
市木小学校

調査の結果、住民の生命又は
身体に危害が生じるおそれがある区域

建築物に損壊が生じ、住民等の生命又は身体に
著しい危害が生じるおそれがある区域［県が指定］

市では、『土砂災害ハザードマップ（矢並小学校区・平井小学校区）』を
作成しています。（平成30年3月）。※

高橋地区防災ガイド

☞Ｑ8

☞
Ｑ9



普段は目につくところ（壁や冷蔵庫など）に掲示してください。
いざという時は持ち出してご活用ください。

地震直後の行動地震直後の行動

1） 落ち着いて火の元確認、初期消火　
2） 頭を保護する・靴を履く　
3） 家族の安全を確認する
4） ドアや窓を開けて出口を確保する 
5） 自宅および周辺家屋の点検、倒壊のおそれがあれば避難する
6） 近所に負傷者はいないか声を掛け合う・いざというときは助け合
　い救助活動

1） 車は使用しない（緊急車両の妨げ、避難所の駐車スペースを奪う）　
2） 必ずブレーカーを落とす（通電火災※1を防止する）
3） 必ずガスの元栓を閉める（復旧した際、爆発の原因となる）
4） 一人で避難するときは、あらかじめ決めたところに家族あての安否メ
モを残す（空き巣の絶好のターゲットになるため、安否メモは、ドアな
ど外から見える位置には残さない。）（表紙参照）

× 絶対やってはいけないこと

地震発生直後（揺れが収まってすぐ）の行動1 2 避難時の注意（家を離れるときのチェックリスト）

5

※1  通電火災（３頁参照）

通電火災
に注意

高橋地区防災ガイド

× 火をつける！
ガス管が破損している恐れがあ
るので、火を使わない。

× あわてて外に飛び出す！
落下物などでけがをする恐れが
あるので、飛び出さない。

× 電話をかける！
消防や救急など本当に必要な電
話が通じなくなるので、電話し
ない。

× 電気のスイッチに触れる！
火災の原因となるので、電気器
具に通電させない。



地震災害（南海トラフ地震）編地震災害（南海トラフ地震）編

食器棚、本棚、タンス、冷蔵庫、テレビなどは倒れることを想定して配置
しましょう。

ベッド（寝るところ）は安全な位置に！　
家具が倒れても通路をふさがないように！

地震で家具が倒れることをあらかじめ想定して、ベッドは家具が倒れて
こない安全な場所に。また、家具が倒れてもドアなど避難経路がふさがら
ないようにしましょう。

地震だ！　まずは身の安全！

1） 家や建物の中では？
揺れがおさまるまで、丈夫なテーブルの下や、「物が落ちてこな
い」、「倒れてこない」、「移動してこない」空間に身を寄せる。
・大型の家具から離れる　　　　・ワレモノから離れる
・クッションなどで頭を守る　　・あわてて外に飛び出さない

2） 路上では？
転倒しないように身をかがめ、倒れてきそうなモノからは距離を
とって揺れがおさまるのを待つ。
・かばんや上着を使って、看板や瓦などの落下物から頭を守る。
・電柱、自動販売機、ブロック塀からは離れる。

安全な家具の配置1

発災時の身の安全確保の方法2

6

家具の転倒方向に寝ない 家具の転倒により避難口をふさがない

落下物から身を守る 倒れそうなものから離れる

高橋地区防災ガイド

☞Ｑ3

姿勢を低く 隠れる 動かない



地震災害（南海トラフ地震）編地震災害（南海トラフ地震）編

1）家の中のものを減らす。
2）倒れない、物が落ちてこないように家具の配置を工夫する。
3）家具の固定　家具は必ず倒れるもの！転倒防止対策は必ず行いましょう！　

大

家具の下に、マット、ストッパーを差し込む方
式の固定具です。ポール式、ベルト式などと併
用して、効果を高める際に使用しましょう。単
独での使用は推奨しません。

つっかえ棒のように使います。天井部分は梁など強度
の強いところに設置します。また、手前に設置しても効
果はありません。家具の後ろ側が浮いて倒れてこない
ように、家具の後ろ側を突っ張って支えます。設置位
置に注意してください。

ベルトやチェーンを使って壁と家具を固定す
る方法です。壁側のねじ止め位置は、柱や梁な
ど強度の強いところにしっかりと固定しま
す。

Ｌ型金具で壁と家具を固定する方法です。家具
の固定方法の中では最も効果が大きい方法で
す。ベルト式と同様に、壁側のねじ止め位置は、
柱や梁など強度の強いところにしっかりと固
定します。

2段重ねの家具は、家具連
結器具を用いて、上段と
下段を連結し固定しま
す。

家具類の開き戸を固定
し、中身が飛び出さない
ようにするものです。

4）ガラスの飛散防止
　大きな揺れにより、窓ガラスや食器棚のガラスなどが割れて飛び散る
と、けがの原因となり危険です。また避難の妨げにもなります。

　窓や食器棚に使われているガラスに「ガラス飛散防止フィルム」を貼
りましょう。

　家族が暮らす時間が長い、居間（リビング）や寝室から取り組みましょう。
　※寝室や子ども部屋は特に安全に‼

家具の固定とガラスの飛散防止3
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マット式・ストッパー式 ポール式 ベルト式・チェーン式 Ｌ型金具

家具連結器具

開き戸ストッパー

器 具 の 対 策 効 果器 具 の 対 策 効 果

事前対策として、必ずすべきこと！
個人ですぐにできる対策で、しかも減災効果の高い対策です。

マット式 ストッパー式

推奨

ガラス飛散防止フィルム

高橋地区防災ガイド

☞
Ｑ4



非常用備蓄品リスト チェック

※上記のほか、乳児、高齢者、ペットのいる家庭は、必要物を常備。

※上記のほか、小銭を含む現金、通帳と印鑑、クレジットカードと身分証などの貴重品、スマートフォン（携帯電話）と充電器、保険証やお薬手帳
　など、必要なものを一緒に持ち出せるように準備する。

飲料水（１人１日３リットルを目安に）
食料品（調理用水、無洗米、レトルトご飯・食品、お菓子、チーズ・かまぼこ、缶詰（主菜のほか果物缶）など）
ウォータータンク（給水用タンク、給水袋など）
カセットコンロ、カセットボンベ
清潔品（トイレットペーパー、ティッシュペーパー、ごみ袋、除菌ウェットティッシュ･タオル、簡易トイレ、ドライシャンプーなど）
日用品（懐中電灯、乾電池、ろうそく、ライターなど）
常備薬・救急箱
毛布、衣類

飲料水（500ml×2～3本）、食品（すぐに食べられるもの）
懐中電灯、ヘッドランプ、電池
ラジオ
ヘルメット
洗面用品
タオル、ウェットティッシュ、除菌シート、ドライシャンプーなど
マスク（アイマスク、耳栓なども便利）
眼鏡、コンタクトレンズ（コンタクトケア用品含む）
常備薬・救急セット（止血するもの、包帯など）
軍手、下着、衣服（冬は厚手の衣類も）
雨具、ポンチョ（防寒具、簡易トイレの目隠しにもなる）
防災用アルミシート（寝袋の代わりにもなる）
ポリ袋（ゴミ袋、ときには防寒にも使える）
ラップ（食器カバー、包帯、防寒にも使える）
ガムテープ
メモ帳とペン、マジックペン（ガムテ-プにメモ書きできる）

チェック非常持ち出し品（非常持出袋）備蓄品リスト

地震災害編･風水害編（共通）地震災害編･風水害編（共通）

以前は保存食の備蓄が勧められていましたが、最近では、普段か
ら少し多めに食材、加工品を購入して、日常生活の中で消費しな
がら、消費した分を買い足していく方法（ローリングストック）が
推奨されるようになっています。

避難する際にすぐに持ち出せるよう
“非常持出袋”に準備！

非常用備蓄品リスト1

非常持ち出し品リスト2

8

枕元に置きたいもの

非常持出袋

1） 在宅避難中は救援物資が届かない可能性があります。
2） 大災害になると、救援物資が届くまで１週間くらいかか
　　るといわれています。
　　（救援物資が届くまでは、水・食料の調達のため長蛇の列に
　　2～3時間並ぶことになります。）

生活必需品は、常時一定量を確保！
目安は家族一週間分！
最優先は水と食料です！

台風や大雨の場合、事前対策ができます。
・断水に備えて浴槽や容器に水をためる．
・車の燃料を満タンにしておく．など

携帯電話

笛
靴・スリッパ

懐中電灯

非常持出袋

防寒服（冬）

高橋地区防災ガイド

☞
Ｑ5



風水害（河川はん濫・洪水、土砂災害等）が迫っているときの行動風水害（河川はん濫・洪水、土砂災害等）が迫っているときの行動

豊田市からは、現在運用している緊急メールとよた、防災行政無線、防災ラジオな
どの情報伝達手段により、「警戒レベル」と市民に「とるべき行動」が伝えられます。
また、緊急メール、ラジオ等により、避難所開設情報も伝えられます。

夜の避難は危険！明るいうちに、早め早めの避難を心がける！

警戒レベル とるべき避難行動等 避難情報
（豊田市が発令）

参考となる気象情報の例
（気象庁、愛知県などが発表）

警戒レベル 5

警戒レベル 4

警戒レベル 3

災害発生情報

避難指示（緊急）
避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

大雨特別警報
はん濫発生情報 など

土砂災害警戒情報
はん濫危険情報 など

大雨警報、洪水警報
はん濫警戒情報　など

・警戒レベル５は、既に災害が発生している状況です。
・命を守るための最善の行動をとりましょう。

・速やかに避難先へ避難しましょう。
・公的な避難場所までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所
や、自宅内のより安全な場所に避難しましょう。

・避難に時間を要する人（高齢者、障がいのある方、乳幼児等）とその
支援者は避難しましょう。その他の人は、避難の準備を整えましょう。

普段は目につくところ（壁や冷蔵庫など）に掲示してください。
いざという時は持ち出してご活用ください。

避難情報（警戒レベル）1

警戒レベル４で全員避難！
高齢者や障がいのある方、幼い子どもがいる家庭などは、警戒レベル3で避難！

9

高橋地区防災ガイド
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あなたの地域で次の情報のいずれかを
見聞きしたら、速やかに避難！
地域ごとに避難（隣近所で避難）！

風水害（河川氾濫・洪水、土砂災害等）が迫っているときの行動風水害（河川氾濫・洪水、土砂災害等）が迫っているときの行動

堤防が決壊した時は、
浸水深及び浸水区域が一気に拡大します。

速やかな避難行動が必要！

想定浸水深
0.5m未満
の地区

想定浸水深
0.5 ～ 2.0m
の地区

想定浸水深
2.0m以上
の地区

・河川はん濫により浸水がはじまると水位は一気に上
昇します。地下は危険。また車での避難は危険を伴う
ので利用しないこと。
・浸水の深さがひざ上になると徒歩による避難は危
険。無理に避難しようとしないこと。
・万一、避難が遅れた場合には、自宅等の上層階へ移動
しましょう。

避難時の注意3避難のタイミング2

10

高橋地区防災ガイド

・浸水深3mを超えると２階が浸水します。２階建住宅
の住民は避難が遅れると危険な状況に陥るので、必
ず避難所等の安全な場所に避難しましょう。
・高い建物の住民でも、水が引くのに時間を要するこ
とが予想されますので、事前に避難所等の安全な場
所に避難しましょう。

・河川の水位情報に注意し、避難所等の安全な場所に
避難しましょう。早め早めに避難すること。
・浸水がはじまってからの避難は非常に危険。近くの
丈夫な建物の２階以上に移動しましょう。

Ｑ11☞

市では「豊田市洪水ハザードマップ（高橋地区）」を作成しております。
詳細はそちらで確認してください。豊田市ホームページ（11頁参照）でも確認できます。豊田市が発令 気象庁、愛知県などが発表

土砂災害に警戒！

愛知県

警戒レベル ４

避

難

勧

告

避
難
指
示（
緊
急
）

土
砂
災
害
警
戒
情
報

は
ん
濫
危
険
情
報

氾濫危険
情報

（9頁）



その他の防災情報サイト2

家族との連絡（地震災害･風水害共通）家族との連絡（地震災害･風水害共通）

災害情報の入手先（地震災害･風水害共通）災害情報の入手先（地震災害･風水害共通）

災害用伝言ダイヤル（171）は、災害の発生により、被災者の安
否確認、見舞い、問合せなどの通信が増加し、電話がつながりに
くい状況になった場合にNTTが提供を開始するサービスです。

携帯電話各社が提供する、
災害用伝言版というサー
ビスもあります。文字を
使った安否情報確認サー
ビスです。携帯メニューか
らポータルサイトにアク
セスして使用します。
※詳しくは各社のサービス概要
　をご覧ください。

録音時間

保存期間

蓄 積 数

１伝言あたり30秒以内
 録音してから２日（48時間）
１電話番号あたり１～10伝言

的確な判断をするために、正確な情報を入手しましょう！

豊田市からは以下のような手段を通じて防災情報が配信されています。

豊田市の災害情報1

災害伝言ダイヤルの使い方

11

1 17

●内閣府 防災情報のページ
　http://www.bousai.go.jp/

●愛知県 災害関連情報のページ　
　http://www.pref.aichi.jp/bousai/saigai/
　※避難勧告等に関する情報、気象情報、土砂災害情報、県内市町村情報等一括してみることできる。
●気象庁ホームページ
　http://www.jma.go.jp
　※警報・注意報、台風情報、解析雨量など、気象庁が発表している防災気象情報を掲載
●国土交通省防災情報提供センター　
　http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/
　※警報・注意報、気象情報、河川情報、降水ナウキャスト等を掲載
●テレビ
　※ニュースや天気予報番組だけでなく、データ放送では、気象情報や防災情報について常時放送
●国土交通省 川の防災情報
　http://www.river.go.jp/

●国土交通省中部地方整備局 豊橋河川事務所 河川防災情報　
　http://www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/kasen/list_index.html
　※ライブカメラ（矢作川の様子がわかる）、水位、雨量が分かる。

●テレビ・ラジオ ●インターネット

●メール

●防災テレホンサービス

●防災行政無線・防災ラジオ

①ひまわりネットワーク
　・ひまわり12（地上12ch）
　・生活情報チャンネル（126ch）
②エフエムとよた（RADIO LOVEAT）
　・78.6MHZ　

①緊急速報メール、エリアメール
　・市内にある携帯電話に緊急の防災情報を
　メールで配信　
②緊急メールとよた
　・事前登録されたメールアドレ
　  スに緊急情報、気象情報を配信
③豊田市公式SNS
　

〇災害時に、音声、警報音で緊急情報を知らせる

①豊田市ホームページ
　・https://www.city.
　 toyota.aichi.jp/
　（リアルタイム防災情報のページで、河川水位、
　河川監視画像、雨量などをみることができる）

②携帯電話版ホームページ
　・http://mobile.city.
　 toyota.aichi.jp/

〇防災行政無線で放送した内容を電話で確
　認できる。
　：0120-34-0174（フリーダイヤル）
　：0565-37-3530（通話料有料）

高橋地区防災ガイド

※伝言蓄積数や
保存期間等は災
害の状況により
異なります。

伝
言
の
再
生
方
法

伝
言
の
録
音
方
法

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

１
７
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

2
を
ダ
イ
ヤ
ル

１
を
ダ
イ
ヤ
ル

再
　
生

録
　
音

被
災
地
の
方
の
電
話
番
号
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

被
災
地
の
方
は

自
宅
の
電
話
番
号
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

××××

－××

－××××

市
外
局
番
か
ら

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

☞
Ｑ7

☞Ｑ10


